
資料３

健康づくり関連の取組の進捗等について
（令和８年度の取組状況）



１．関係団体との連携
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⚫ 日本内航海運組合総連合会からの依頼に基づき、女性の体調変化（生理痛等）やそれによる業務への影響について、男

性船員にも分かりやすいリーフレットを日本語だけでなく多言語（英語・インドネシア語）で作成し、船員の健康づく

り宣言を行っている船舶所有者向けに広報を実施。（令和８年７月）

⚫ 日本内航海運組合総連合会にご協力いただき、水産高等学校(海洋高等学校)や商船高等専門学校等へ総会等の機会を通

じて、船員保険部が作成したヘルスコンパス（第3版）のご紹介及び設置依頼を行っていただいた。（令和８年４月）

⚫ 水産庁からの依頼に基づき、船舶所有者（漁船）の健康経営優良法人認定の拡大に向け、効果的な連携方法等を検討す

るため、定期的に情報交換を実施。（令和８年５月から）

【女性の健康リーフレット（日本語）】 【女性の健康リーフレット（英語）】 【女性の健康リーフレット（インドネシア語）】



２．「船員の健康づくり宣言」

⚫ 自社における健康づくりの実施状況を確認することで今後の取

組に活かしていただくことを目的とした「船員の健康づくりに

関する振り返りチェックシート」を「船員の健康づくり宣言」

にエントリーいただいている船舶所有者社へ送付し、273社か

ら提出。（令和８年６月）

⚫ 協会支部へ、健保では健康宣言を実施しているが、船員保険で

は「船員の健康づくり宣言」を実施していない船舶所有者への

勧奨協力依頼を実施。（令和８年６月）
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⚫ 令和７年度に引き続き、船員デンタルケアキットを

「船員の健康づくり宣言」のアクティブコースの支援

メニューとして提供。令和８年６月にキットの見本を

エントリー船舶所有者へ送付し利用勧奨を実施37社

（1,287名分）より利用申込があった。（６月30日現

在）

【船員デンタルケアキット】 【セルフケアアプリ】

「船員の健康づくり宣言」エントリー数
（令和８年６月30日現在）

令和８年度KPI：452社（対前年度比60社増加）

394社（＋2）             

アクティブコース：128社（+2）  ［汽船116（+2） 漁船12（±0)］

シンプルコース ：266社（±0） ［汽船227（±0）漁船39（±0)］

カッコ内は対前年度末からの増減数



３．オーダーメイド通知

⚫ 加入者の健康意識の醸成や生活習慣の改善の促進を図

るため、個々の健診結果に応じた健康状態の説明や食

事・運動等に関する生活習慣の改善方法などを掲載し

たオーダーメイド型の情報提供通知を平成23年度より

送付している。

⚫ 令和８年度については、従来送付していた「医療機関

への継続受診勧奨」は、これまでの取組から高い水準

で継続して受診していることが確認できたため、実施

しない。代わりに「①-1医療機関の受診が必要な方」

に対して、健診受診後における医療機関の受診状況を

確認のうえ、二次勧奨（①-2）を実施することする。

⚫ 下記のとおり６つのセグメントに分けて７月末より毎

月発送。
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【令和８年度版オーダーメイド通知［医療機関受診勧奨版］（案）】

令和8年度
対象者区分

①-1
医療機関の受
診が必要な方

（1,135通）

②特定保健指
導の積極的支
援に該当した
方

（1,539通）

③特定保健指
導の動機付け
支援に該当し
た方

（973通）

④生活習慣の
改善が必要な
方

（3,586通）

⑤35歳～39歳
で特定保健指
導レベルに該
当した方

（72通）

⑥昨年度特定
保健指導に該
当した方

（2,811通）

①-2
R8.4～11月健診受診
した①-1のうち健診
受診月から4か月以
上医療機関の受診が
確認できない方に
R9.6月に一括送付

カッコ内は「令和7年度版オーダーメイド通知」累計発送件数（令和8年3月発送分まで）



５．オンライン禁煙プログラム

⚫ 船員保険被保険者は他健保組合に比べ喫煙率が高いことから、喫煙者に対する個

別禁煙指導を、スマートフォン用アプリを介したオンラインで実施するプログラ

ムを平成30年より提供開始。プログラムは自身の状況に応じて3か月と6か月のい

ずれかの実施期間を選択可能。

⚫ 利用勧奨として、全被保険者に対して利用案内チラシを令和８年４月に送付。

⚫ 船舶所有者から船員に向けて禁煙を勧奨していただくことを目的とし「船員の健

康づくりに関する振り返りチェックシート」の送付時に同封（令和８年５月）

【オンライン禁煙プログラムのチラシ】
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オンライン禁煙プログラム
実施状況

（令和８年６月30日現在）

登録者数 終了者数

228名 28名

・3か月プラン：110名
・6か月プラン：118名

・3か月プラン：13名
・6か月プラン：15名

KPI：終了者数100人以上

４．船員保険健康アプリ

⚫ 「船員保険健康アプリ」は、健診結果の閲覧、健診結果に基づく個別の改善アドバイス、健康情報配信、船員保険部から

の最新情報配信、歩数の記録ができる機能等が備わっている。

⚫ 健診受診後にタイムリーに登録勧奨を実施するとともに、船舶関係者の読者が多い専門紙にて広報実施。

船員保険健康アプリ登録状況
（令和８年５月末現在）

カッコ内は対前年度末からの増減数

［汽船2,850（＋29） 漁船349（±0） 任意継続15（-4）］KPI：登録者数3,400人以上

3,214名（＋25）



７．船員養成校の学生に対する特別講義
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【国立口之津海上技術学校での特別講座の様子】

⚫ 船員は陸上勤務者よりも高ストレス者が多いという背景から、今後船

員保険への加入が見込まれる海上技術学校等の船員養成機関の学生を

対象に、メンタルヘルス及び船員保険制度等に関する特別講義を実施。

⚫ なお、メンタルヘルスの講義に関しては、講義内容がより定着するよ

う、まず各学校でメンタルヘルスに関する基本知識やセルフケアの手

法等について説明し、その後、練習船での乗船体験を通じて各自が感

じたストレス及びその解消法等についてグループワークを行う講義を

実施（※）。※練習船での講義は海技教育機構管轄の学校に限る

⚫ 令和８年度の実施に向けて海技教育機構を訪問し、講義内容に関する

要望のヒアリングを実施予定。

⚫ 船員保険協議会委員にご協力いただき、商船高等専門学校等での特別

講義実施に向けて調整中。

６．出前健康講座

出前健康講座
実施状況

（令和8年6月30日現在）

船舶所有者向け 関係団体向け 合計

12回 0回 12回

⚫ 船員保険加入者等のヘルスリテラシーの向上を図るため、船員災害防止協会等の関係団体が開催する研修及び船舶所有者

へ保健師等の専門職の講師を派遣し出前健康講座を開催している。

⚫ 船員災害防止協会を訪問し、当該協会の地方支部で開催する船員災害防止大会において、前年度までに未実施の支部にお

いて講座を利用いただくよう要請

⚫ 「船員の健康づくり宣言」のアクティブコースエントリー船舶所有者に対して、健康課題のヒアリングおよび課題提案を

実施する初回面談において、抽出された健康課題に応じた講座を実施できるよう面談を通じて調整を図っている。
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⚫ 船員特有の健康課題や労働環境を踏まえた健康づくりに関す

る事項や船員保険制度全般に関する事項など多岐にわたる

内容を網羅した「船員のための健康づくり冊子【ヘルスコンパ

ス】第3版」を2025年に発行。

⚫ 日本内航海運組合総連合会にご協力いただき、将来、船員

保険への加入が見込まれる学生に対して、若年期から健康意

識を醸成することを目的とし、 「船員のための健康づくり冊

子【ヘルスコンパス】第3版」を全国の商船高等専門学校等（５

校）及び水産高等学校[海洋高等学校] （４６校）へ複数部を配

布。（令和8年６月）

⚫ なお、追加の要望がある学校へはあらためて必要部数を配布

予定

９．商船高等専門学校等へのヘルスコンパス提供

⚫ 船員の健康づくりを推進するための船舶所有者と船員保険部の架け橋としての役割を担っていただく担当者を「船員健康

づくりサポーター」として委嘱している。

⚫ 「船員健康づくりサポーター」は「船員の健康づくり宣言」を実践するほか、「シンプル」「スタンダード」「アクティ

ブ」の3つのコースに応じて、健康づくり以外にも船員保険全般にかかる広報等の役割も担っていただいている。

８．船員健康づくりサポーター

船員健康づくりサポーター
委嘱状況

（令和8年６月30日現在）

シンプルコース スタンダードコース アクティブコース 合計

282(＋7） 29（＋0） 52（＋2） 363（＋9）

カッコ内は対前年度末からの増減数

［汽船245(+7) 漁船37（±0）］ ［汽船26（+0） 漁船3（±0）］ ［汽船47 （+2） 漁船5（±0）］ ［汽船318（+9) 漁船45（±0)］

【 ヘルスコンパス（第3版） 】



10．健診実施機関の拡充

⚫ 健診受診者数の増加や疾病の早期発見・重症化予防につなげるため、健診実施機関の拡充を進め、加入者がより受診しや

すい環境を整備することは重要な取組である。そのため、船員の居住分布と契約健診機関の地域的偏在性を分析し、地域

の状況に精通した協会けんぽ支部の協力を得ながら、重点地域における健診機関への訪問による契約勧奨の取り組みを令

和６年度より実施している。

⚫ 令和８年３月下旬、高知支部より、高知県内の中核的な健診機関に対して、船員保険部との契約締結にむけた検討について

打診いただいた。その後、高知支部の紹介・調整のもと、当該健診機関との打合せ日程について協議を進めた結果、令和８

年７月に打合せを実施する運びとなった。
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